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本研究課題は計画を上回る進捗・成果が認められた。 

 研究体制については、一次班（DS)と二次班（MGeND)で構築されており、まさにオールジャパン

の体制が構築されていると言える。 

また、日本人の標準ゲノムデータと比較対照する態勢もできており、その結果、遺伝性腫瘍、大腸

腺腫症、体細胞がん、神経・遺伝性筋疾患、先天性代謝障害、循環器疾患（脂質異常症、不整脈・心

筋症、マルファン症候群など、脳卒中、血栓など）、肝炎、COVID-19 などの感染症、難聴、認知症 

難病などにおいて世界に公開できるデータベースが構築されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


